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サルファ剤の抗結核作用及ひ~tJt結核剤との

併用に関する基礎的研究

(第二報〕

谷脇舜

(北海道大学結核研究所予防部 主任高橋義夫教授〉

(国家共済組合連合会幌南病院 院長小野純一博士)

(昭和 34年 11月 30日受付〕

緒 論

サルファ到の研究は， 8ulfathiazole， 8ulfadiazine を

頂点として，その後 8ulfisoxazole，8ulfisomidineなど

所謂高級サルファ剤と称されるものが，アセチル化が少

ないこと，水溶性がすぐれていること，且副作用が少な

いことなどの利点から，臨林的に広く応用されるように

なった。更に最近持続全サルファ剤として， 8ulfame-

thoxypyridazine， 8ulfadimethoxine， 8ulfisomezole及び

Sulfaphenazole等が現われ，サルファ剤の臨林応用は大

きく転換しようとしている。

ー方結核痕に対するサルファ弗jの研究は古くから行わ

れていたが，抗菌力或は副作用の点から抗結核剤として

は臨林的に応用されなかった1)。しかし斉霊長2)3) 内藤4l日

により 8ulfisoxazoleの結核症に対する基礎及び臨休的

効果が発表されて以来， 8ul自somidineと共に多くの基

礎及び臨休的実験がなされ白吋ぺ現在 8ulfisoxazole，

Sulfisomidineの両者は抗結核剤として広く臨休的に用

いられるようになり，更に持続性サルファ剤も抗結核剤

としての価値が注目される傾向にある1日。

前回の実験ホで 7種のサ，レファ剤について，試験管内

に於ける抗菌カを検討し， 8ulfathiazole， 8ulfadiazint'， 

Sulfisoxazole， 8ulfisomidine及び持続性サルファ剤であ

る 8ulfamethoxypyridazineの5剤が，70r/ml以下で

結核菌の発育を完全阻止し，又 INHとの併用効果を認

めた。しかし Homosulfamineには抗菌力が全く認めら

れなかったことから， サルファ剤の抗結核作用は 8ul-

fanyl基に関係なく， 8ulfanyl基に結合される他の薬剤

により決定されるのではなし、かと想像された。

以上のことから，今回更に持続性サルファ剤を含む8

種のサルファ剤の抗結核作用を検討した。

*前報，本誌， 11， 15， (1959) 

実験材料ならびに方法

(0 使用薬剤:
a) サルファ剤;( )内は記載上の略号。

1) 8ulfamine (8) (第一製薬〉

2) Sulfamerazine (8R) (田辺製薬)

3) Acetosulfamine (A8) (第一製薬〕

4) Sulfapyridine (8PD) (第一製薬)

5) Sulfamethizole (SMZ) (エーサ、イ)

6) Sulfaphenazole (SPH) (大日本製薬〉

7) Sulfadimethoxine (8IX) (第一製薬〉

8) Sulfisomezole (SIZ) (塩野義製薬〉

b) 抗結核斉1);

1) Dihydro-8M. (科研)

2) INH (第一製薬)

c) 其の他;前回の実験で 8ulfathiazoleに抗菌力を

認めたことから， Thiazole核を主体とした薬剤 2剤林

及び Pyridine核を主体とした薬剤1矧料の抗菌カを参

考として実験した。

1) 2-Aminothiazole-dihydrochloride. 

2) 2-(3-Amino-4-hydroxy-benzamido)-thiazole. 

3) 2-Aminopyridine. 

(ii) 実験方法:使用菌株，培地及び培養方法は前回

の実験と同様に行った。

1) 菌株;患者より分離した薬剤感性株， 8M 10r耐

性株及び INH10r耐性株の 3株

2) 士宮'i也;1% IJ、}II土音土色I

3) 培養方法;小川培地で 3週培養の集落より水晶球

入りコルベンによる手振り法で， 1 mg/mlの菌浮世毒液

を作り，これを 10-1"'10-5に稀釈し，その 0.1mlず

料これらの薬剤は，特に第一製薬に依頼，合成してい

ただいたものである。ここに謝意を表する(高橋)



実験成績:(図 1~8)

Sulfamine (図1)は 70r/mlでも菌の発育阻止は全

く認められず， Sulfamerazine (図 2)，Acetosulfamine 

(図 3)，Sulfapyridine (図のは 70r/mlでも部分発育

阻止にとどまったが， Sulfamethizole (図 5)は20r/ml 

で部分阻止，40r/mlで完全発育阻止を認めた。ス持続

16 

つ接種し， 370Cで6逓培養して集落数を算定した。

実験1. 各薬剤の試験管内抗菌力

各薬剤jの培地中濃度は，前回と同様に， 5， 10， 20， 30， 

40，50，70 r/mlの7段階とした。

実験ならびに成績
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前回の実験で，各サルファ邦jともに SMとの併用効

果は認められず，又 INHとの併用では， JiI:1主i力が弱か

った Sulfanilylxylamide及び Homosulfamineには併

用効果がなく，70r/ml以下で菌の発育を完全阻止した

他の 5剤はそれぞれ併用効果を認めたので，今回はこの

再検討の意味で，実験Iに於て，全く菌の発育阻止を認

めなかった Sulfamine，70 rlmlで部分阻止程度であっ

た Sulfamerazine，40 r~ 50 r I mlで完全発育阻止を認
めた Sulfadimethoxine及び Sulfisomezoleの4剤につ

いて， SM及び INHとの併用効果を試験管内に於て観

察した。実験に用いたサルファ剤の濃度及び抗結核剤と

の組合せば表1にしめした。猶培地中の SM及び INH

の濃度は， 0.01，0.05，0.1，0.2， 0.5，1，5，10，100 rlmlの

9段階とした。

サルファ剤の濃度| 使用菌株
及び抗結核剤との! 丁一一一

組合せ 1感性株|官1JEll!詳左京
Z~!-:-~~T 10 11 70r+INH 

40r+SM 
70r+SM;131 
40r+INH 
70r十INH

lOr+S孔'1
307+SM;16 
10r+INH 
30r+INH 

20r+SM 
307+SM19!  
20r+INH 
30r+INH 

[註] 表中の数字は，図の番号をしめす。

併用効果を相力[J，無関心，括:l!'C(こわけで実験成績:

検討した。

感性株に対して;(図 10，13， 16， 19) SMとの併用効

果は全く無関心であり相加作用は認められなかった。こ

れに反して INHとの併用に於ては， Sulfamineを除く

他の3剤はともにそれぞれ相加作用を認めた。特に単独

抗菌力が比較的劣っていた Sulfamerazineに於ても併用

効果を認めた。これは前回実験を行った Sulfanilylxy・

lamideが Sulfamerazine と同程度の抗菌力をしめした

にもかかわらず， INHとの併用効果を認めなかった成

績と比較して対照的である。

SM 10r耐性株に対して;(図 11，14，17，20)SMと
の併用は各サルファ剤の一方的作用のみであり， INH

との併用に於ては，薬剤感性株に対すると同様に相加作

サルファ剤の使用濃度及び抗結核殉jとの組合せ
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f全サルファ弗jでは， Sulfaphenazole (図的が 70rlml

で部分発育阻止であったが， Sulfadimethoxine (図 7)

及び Sulfisomezole(図的は，1O~20rlml で部分発

育阻止を認め，薬剤感性株及び INH耐性株に対しては

40rlml， SM耐性株に対しては 50rlmlで完全発育阻

止を認めた。即ち，今回の実験に使用したサルファ芥IJ

は，全く抗菌力を認めなかった Sulfamineは別として，

他の7剤ともに，一般に SM耐性株に対する抗菌力は

薬剤感性株及び INH耐性株に対するより若干劣ってい

る傾向はあったが， 各菌株に対して抗菌カに著名の差

は認められなかった。 各サルファ剤の抗菌力の強さは

:SMZ>SIX=SIZ>SPH>SR>SPD>AS>Sの)1債であ

り， Sulfamethizole， Sulfadimethoxine， Sulfisomezoleの

3剤は，前回実験した Sulfathiazole，Sulfisoxazoleとほ

ぼ同程度の抗菌力をしめした。又，参考に実験した 2-

Aminothiazole-dihydrochloride， 2-( 3-Amino-4-hyd-

roxyゐenzamido)・thiazole，2-Aminopyridineの3剤は，

各菌株に対して 70rlmに於ても全く抗菌力は認められ

なかった。

実験 11.サルファ剤と SM及び INHとの試験管内
に於げる併用効果:

品
械
悦

仏
玄
叫
U
7

車
耐
唱
岬

+
A
1
脈

e
川げ
f

生

ωh川
慰
山
山
川

↓↓
4
 

--↑↑↑ 

教地味

A

品川…
販
制
川
州

一
一
ト
ト
ト

/ρJρ 30 /fO 50 グu
t普tt中善寺前J肢(r/mL)， 

IO~l!!.~ .lQ 11.0 50 70 
堵北中業祈願({'1ml)

、¥
、¥

Sulfadimethoxine 

Sulfisomezole 図 8

図 7

5 

5 

O 

O 

10
S 

-+1-!O'" 
D 

/0
5 

教ノグ

/グ|

M
V
2
v
d
 

d

/

/

 

仲
口
数

/0 

.0 

/0 

O 



18 

INH 10 r耐性株接種軍号こミf二羽fこご手-::~--:Iちで~'-~でご可竺てご司f)0;1 

10' 

4

3

 

ハ
ν

判

ν

灯
レ

百

紅

/

U
ロ
川
数
m

一一一
一

ー一一一4 感性中朱_-__  SM/OI'耐枯牲

・----.-e.INHIOI'商科世i!t

/0 

/口

C 

o 

/0 /♂♂ .2 .5 5 
有地中酬，耕(的)

Sulfamine (S) 

05 

図 12

.0/ O >H・h
'NH 

70 10 ♀o 30 免フ fρ 
増土佐中華制濃主(%1)

図 9 2・Aminothiazole-dihydrochloride.

2・0・Amino-4白hydroxy-benzamido)-
thiazole及び 2・Aminopyridine

5" O 

-----.，門鼠抽
.四戸ー『・S州十'R争cr
..._--・ SM す~R7ol'
0-----:> I#NJ;J!密
。一一ー-0INH"'SRf.dJ'令。・・.olNHrSK701"

感性株接種

5 

10 

併

0

2

F

J

U

川
町
教
4

/0 

感性株接種

__sゆ抽・---e5HφS 701' 
D一一『コ INHjj<f.
o-----O/NfI;.，.Sグ'or

/0
5 

首/0"

数/0'

/グ

10 /00 ./ .2.5 5 
培地中手~1i')寝耳W/Íη1)

Sulfamerazine (SR) 

0， 

図 13

0/ 

O 

匂付。r.O
INH 

-
5
1ノ

一

切

一

/

/

一

ぃ

t

一
震
吉

晴

〉

.
を
す

Q
U
-

努

(

2
中

田
h

i

 

官

m

/
t
n
h
 
u
 

n
b
 

.0よ。/5門~~. 0 
;.'l/tI 

/0 

。

図 10

SM lOr耐性株接種

:~:~:~.~でまてで:下司

-一一一・ S州軍拍.....ーー・ 511~5R 軒，、
・一一・ SM す ~R 7~ f' 0-ーーー?I~H'J!. 
O-----OINHヂ's1(f4'1'
o------o/IVHt-SR芹P

/口s

U

3

a

 

m

c

c

 

叶
口
数

/口

SM lOr耐性株接種

----. SH'd~ 
・一.-<・ $rl.リグ>r
0-----0ノノ"'.噌
。ー-~/NII;' :J-:?~r

/0
5 

ぢ
/0.

教が

/0' 

/0 

10 /00 /ー♀ .s ." 
t昔士t中葉骨l濃度(rA，l)-

Sulfamerazine (SR) 

os 

図 14

.01 5門OC円
If'H 

O 

10 /OD f 

Sulfamine (S) 

./ .2 .5 
堵rt!:中禁物，腕(r/m/l

図 11

。'1 .OS S門ot，C 
1#8 

O 



19 

INH 10r耐性株接種

/0 

ぢ10

数/0'

/0 

/d' 

INH 10 r耐性株接種

-ー一一寸"門."~ーーー--<・ S何十 3M以r・一一・5"ナstj't)/、
トー一~ I"'~'ðt/; 
Cトーーベコノ;'IH";'SR~ωハ0--. -，-O/NH汀 'R?dl'

C 

/C 

C 

100 /♂ -2 .S S 
暗叱中草骨聖j主(C/，;フtJ

Sulfadimethoxine (SIX) 

ρf 

図 18

口/5f!官。IOC /ι .2 .5 / $ 
士主党中華普l世重cr/o!)

Sulfamerazine (SR) 

.O!i 

図 15

.0/ SH.O 口
INff -

一一…一一…

感性株主主種

十十十一六
、¥
1\~~ 

¥¥¥ 

ママー

¥b 

u

，

3

之

タ

C

C

ん

/

/

台

数

感性株接種

首10'

数/0'

/0'1 

/0 /0 

C Ot 
/♂ρ 10 ♀ 5 j. S 

t昔士世中若干Je星宜[ち1，，1)

Sulfisomezole (SIZ) 

05 

図 19

口/511.0トハ
1##. 

/品。/0 

Sulfadimethoxine (SIX) 

.2.5 S 
培地中禁骨l濃度(切り

05 

図 16

口/

SM 10r耐性株接種

寸
¥
町
、
¥

111 

首/グ

教が

争ー一一・ SH・壇.回ーー一.... ・s附+SIZ.20f' ・F一一--..制 +s.1.き01'
0----0 IHH駒虫
。一一~ IHHtsfi.~~ 0-一...'0 iitHサ512.ヨ01'

/0'1 

一一…一一…

SM 10r耐性株接種

、江

魚
、、‘弘

、、トー

/0' 

m
M
W
 

叶

日

教

/がl

/0 /0 

C 

、
C 

100 10 .2 .S グ

士昔 1也中葉~g痩皮U'/ml}

Sulfisomezole (SIZ) 

.0/ .05 

図 20

SI1~ot:. 0 
JNH 

100 /。♀タ / S 
培地中禁制葉市Hrtl)

Sulfadimethoxine (SIX) 

Cニタ

図 17

01 SI1.or 0 
INfI 



20 

が|

百10'

戦10'

/0' 

/口

C 

srf.qr:.O 
IKH 

INH 10 r耐性株接種

'一一-・ SH・曲・一一『・ sH"，.srZ201'・-・ 5何千51'23ωr、
。ーー--0I/'lHil. 
ζトー--0iii/i;ji7...zor 
o-_____.~ I.NH+SIZ3or 

01 .oS ./♀$  /グ 10 /0ρ 
士昔tl!:中喜n'~~書度(ゆ1"，1)

図 21 Sulfisomezole (SIZ) 

用をしめす成績をえた。

INH 10 r耐性株に対して;(図 12，15， 18， 21) SM 
との併用及び INHとの併用ともに無関心で，各サルフ

ァ剤の一方的作用のみで，相加作用は全く認められなか

った。

以上のように INHとの併用ば，薬剤感性株及び SM

耐性株，即ち INH感性株に対しては，単独抗菌力が全

く認められなかった Sulfamineを除いては， Sulfame-

thizole， Sulfadimethoxine， Sulfisomezoleともに相加的

に作用し，又 SMとの併用では各菌株に対して併用効

果は全く認められなかった。

総括ならびに考按

一般にサルファ芥IJ，特(こ現在迄最も多く報告されてい

る Sulfisoxazole及び Sul自somidineは， SM， PAS， 

INH等の抗結核剤耐性問に対しでも， 感性国1こ対する

と同様に抗菌力を認めると報告され町，16) 前報に於て

も同様な成績を得た。今回の実験に於てもサルファ斉IJ合

有培地上の INH耐性株の発育は， SM耐性株とJヒ較し

て多少劣る傾向にあったが，石上17)の Sulfisoxazoleに

ついての実験報作のごとく， INH耐性問に対しては，

INH感性薗に対するより顕著にその発育を阻止するよ

うな成績は得られなかった。即ち完全発育阻止濃度を得

た3種のサルファ剤の抗菌力を検討してみると， Sulfa-

methizoleは各菌株に対して 40r/ml，又 Sulfadime-

thoxine及び Sulfisomezoleは薬剤感性株， INH耐性

株に対しては 40r/ml，SM耐性株に対しては 50r/ml

で菌の発育を完全に阻止した。以上の成績からサルファ

剤の抗菌力は， SM及び INH耐性の有無に影響されな

いものと思われる。

次にサルファ剤と SMとの併用試験に於ては， Sulfi-

soxazoleでは拾抗的，町中日加18)，19)の両論があるが，今回

の実験に用いた Sulfamerazine，Sulfadimethoxine， 

Sulfisomezoleの各剤ともに，前回の Sulfisoxazoleを合

む7種のサルファ剤と同様に全く併用効果は認められな

かった。この成績から SM とサルファ剤との併用は鴎

林的にも期待出来ないものと恩われる。

次にサルファ剤と INHとの併用試験に於て， INH耐

性株に対しては前回実験と同様にサルファ剤の一方的作

用に終り，併用効果は特に認められず，もしも試験管内

に於ける併用効果が生体内に於ても適用されるとの推論

が可能ならば， INH高度耐性菌排菌患者に対するサル

ファ剤の臨休的応用は，サルファ剤と SMとの併用効果

も期待出来ないと同様，サルファ邦]の単独抗菌力から推

しても意味がないものと思われる。しかし， INH感性

株 (SMに耐性を有していても〉に対しては，Sulfamine 

を除く Sulfamerazine，Sulfadimethoxine， Sulfisomezole 

の3剤は，菌の部分発育阻止濃度に於ても INHとの併

用効果を認めた。このことからサルファ剤と INHとの

試験管内に於げる併用効果は，単独抗菌力を有するサル

ファ剤にのみ認められるように思われた。しかし，前回

に実験を行った Sulfanilylxylamideは Sulfamerazine

と同程度の抗菌力をしめしながら， INHとの併用効果

を認めなかったことから，前回の実験を含む 15種のサ

ルファ剤を化学構造式によって分類し，その抗結核作用

及び INHとの併用効果について考察してみた(表 2)。

即ち，サルファ邦jの基体は， P-Amino-benzen-Sulfo-

namideであり，あらゆるサルファ剤ばこの基体から誘

(4) (1) 導される。通常， Sulfona-

〆 ¥ mide基の N を 1(N')，H2N-(' )-SOz.NH2 
¥ Amino基のNを4(Nりと

区別される。

即ち，サルフ 7i'iuの中，結核菌に対する抗菌力を認め

たものは N1置換体である。 N1置換体の中，異項環残

基置換体である Sulfamerazine と酸残基置換体である

Sufanily lxy lamideの抗結核作用を比較してみると，同

程度の単独抗菌力を有しながら， SulfamerazineはINH

との併用効果を認めるに反して， Sulfanilylxylamideに

は併用効果を認めない。この成績から，酸残基置換体に

は INHとの併用効果は期待出来ないように思われ，又

実験に使用した 11種の異項環残基置換体に類するサル

ファ剤は強弱の差はあるがある程度の抗菌力を認め，更

に INHとの併用試験を行った8種のサルファ邦jの総て

が INHとの併用効果を認めた。このことから異項環残

基置換体に類するサルファ剤は， INHとの併用効果を

充分期待出来るものと思われる。

又前回の実験に於て，サルファ剤の結核菌に対する抗

菌力は Sulfanyl基に無関係で，それに化学結合する他
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分 類
INH との

抗菌力 l 併用効果
(in vitro) 

H2Nイ=-)-802叩 o 無

I a) 異項環残基置換体 H2N-(一、-8…1ll 部分: iMOy l 一 一
1) 8ulfathiazole ¥ / ¥8/ 完全 40r

〆一一、 〆Nー¥ 部分 20~30r : 
H2N-<了 ')-802-NH-<了'/
¥二ノ ¥N-/ 完全 70r

H2N-<一)-802-~H← /0、 部分: 叩~20r i 
| 有

H3C---tCH3 完全 40r

CH3 
，，;-一、 J E--〈 部分 1O~20r : 

H2N-<了 フー802-NH-<了 〉
¥ー/ ¥N=く 完全 50r

CH3 

A一一 ，.N一、
H2N-<了予 802-NH-<了〉

L 一一一 / ¥N=' CH3 

6) 8ulfapyridine ! H2N-(_一〉合02-NH-(__)
、一 ' 川一，

N一一-N
H2N-イち-802-KH-'l tCH3 、 /¥8/

8) 8ulfame伽x 〆う~-----)
体ノ y- H2N-(' ち-802-NH-(_ _)-OCH3 

pyridazine '¥=二ゴ ¥N=N' 

H2N -<---:-) -802-NH一人NY

C6H5 

/0 ¥ 
N¥CH3 

H肘 ( -)-802叩 11____-

. b) 酸残基置換体

1) Sul加 il向 l削除 H2N-< )-S02-NH-CO-< 

2の) Acet田附etω胤町0伺阻叫S臥l

〆、、k H2N-H2C-( ')-802-NH2 

8ulfamine 

2) Sulfadiazine 

3) 8ulfisoxazole 

4) 8ul白somidine

、，ノ戸、J

N
 

8ulfamerazine 

置

7) 8ulfamethizole 

換

9) Sulfaphenazole 

10) Sulfisomezole 

11) Sulfadimethoxine 

共|
の Homosulfamine
f也|

化学 構造式

H

H

 

C

N

C

 

O

/
、予
/
¥
O

N
 〆
¥
H
 
N
 
O
 

円

b
¥

/

 

CH3 
/ 

)-CH3 

有

有

部分: 30~40r| 

完全 70r

l 部分 40r

完全 70r以上

!部分 20r

完全 40r

部分 20~30r

完全 70r

l部分:

!完全:

有

有

20~30r 

70r以上|

部分 1O~20r

完全 40~50r I 
有

部分 10-20r' 

完全 40~50r I 
有

部分 40~50r

完全 70r以上
無

部分 50~70r
完全 70r以上

O 無
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の薬剤;こ存在するように忠われたので，この点を確める

ために， 40 r/mlで結核程、lの完全発育阻」上を認めた

Sulfathiazole及び 70r/mlで不完全阻止を認めた

Sulfapyridineの結合体である Thiazole核及び Pyridine

校を持つサルファ斉1)以外の化合物，即ち 2-Aminothia-

zole・dihydrochloride，2-(3-Amino-4-hydroxy-benza-

mido)-thiazole及び 2-Aminopyridineの3剤を合成し

て，結核国に対する抗菌力をしらべた所，抗菌力は殆ん

ど認められなかった。このことから，サルファ剤の抗菌

力は， Sulfanyl基に抗菌力がなくても Sulfanyl基の N1

の位百に他の薬剤が結合して，始めて発揮されるものと

恩われる。

結核の治療には，副作用が少なく，且長期間連用に耐

える薬剤が望ましL、。若しも持続性サルファ剤に抗結核

芥1)としての臨林効呆が認められれば，その服用量及び副

作用を考慮して理想的の薬剤といえよう。現在までの所

持続性サルファ剤の結核症に対する臨休効果は未だ発表

Sulfamine， Sulfamerazine， Sulfadimethoxine， Sul-

fisomezoleの4剤について実験を行ったが， SMとの併

用効果ば各サルファ剤ともに全く認められず， INHと

の併用では， Sulfamineを除く 3nl)に併用効果を認めた。

3) 前回実験を含む 15種のサルファ剤を化学構造式

から分類して，抗結核イ乍f丹を考察した結果，結核菌に対

する抗I有力は Sulfanyl基の N1置換体にのみ認め，又

INHとの併用効果を期待llJ来るものは，その奥項環残

基l"i'j実体に類するものであった。

4) Sulfathiazole及び Sulfapyridineの結合体であ

る Thiazole核及び Pyridine核を持ったサルファ剤以

外の化合物を合成して，結核iおに対するHr:菌力を調べた
が，抗菌力は認められなかったことから，サルファ剤の

抗菌力は， Sulfanyl基に抗菌力がなくても， Sulfanyl基

の N1の位置に他の薬剤が結合して，始めて発揮される

ものと推定された。

されていないが，同じ Sulfanyl基の N1，異項環残基置 摘筆に当り，御指導及び;~1J校閲を殺し、た高橋教授に深

換体に類する Sulfisoxazole及び Sulfisomidineが， 甚の謝意を表すると共に，研究に多大の御l援助を戴し、た

INHとの併用に於て， INHと PASの併用と比較して 小野院長に感謝します。

劣らぬ臨休効果が認められてし、る現夜，その臨休効果は (本論文の要旨は，昭和 34年 11月，第 10回日本

充分期待出来るものと思われる。 結核病'1-:会北海道地方会に発表した〕

結 論

前報に於て7種のサルファ剤について，薬剤感性株，

SM IOr耐性株及び INHIOr耐性株に対する抗菌力

及び抗結核剤 (SM，INH) との併用効果を試験管内に

於て検討したが，今回更に8種のサルフ 7nIJの抗結核作

用弘前回実験と同一条件下で検討した。

1) 試験管内抗菌力;

Sulfamethizoleは各菌株に対して 40r/mlでその発

育を完全阻止し， Sul五somezole，Sulfadimethoxineは薬

剤感性株及び INHIOr耐性株に対しては 40r/ml，

SM IOr耐性株に対しては 50r/mlで完全発育阻止を

認めた。又 Sulfapyridine，Sulfamerazine， AcetosuI-

famine及び Sulfaphenazoleは，各菌株共その発育を

70r/mlで部分阻止したにとどまり， Sulfamineには抗

菌力を認めなかった。

2) サルファ剤と SM及び INHとの併用効果;
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